
30 令和5年5月

あなたの身のまわりの「まちの話題」をお寄せください。
問合せ先　役場　秘書広報室　95-1616
「まちの話題」は大口町NPO登録団体 ZOOMが取材・編集をおこなっています。

　

桜
が
満
開
の
堀
尾
跡
公
園
で
金
助
桜
ま

つ
り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

野
外
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
日
頃
か
ら
練
習

を
積
み
、
守
っ
て
こ
ら
れ
た
上
小
口
伝
統

芸
能
保
存
会
・
中
小
口
伝
統
芸
能
保
存
会

の
獅
子
屋
形
や
お
囃
子
、
河
北
木
遣
保
存

会
の
木
遣
り
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の

他
、
南
保
育
園
園
児
た
ち
の
和
太
鼓
、
児

童
公
園
で
は
太
極
拳
が
催
さ
れ
、
多
く
の

家
族
連
れ
な
ど
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

町
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
皆
さ
ん
に
愛
さ

れ
て
い
る
大
口
町
の
五
条
川
堤
の
桜
は
、

現
在
約
１
６
０
０
本
植
え
ら
れ
て
い
ま
す

が
、
植
樹
か
ら
60
年
余
り
経
っ
た
今
、
衰

え
や
台
風
の
被
害
な
ど
で
年
間
50
本
近
く

が
減
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
環
境
を
守
る
会
と
木
こ
り
２

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
大
口
町
職
員
で
次
世
代

に
受
け
継
ぐ
町
の
古
来
種
で
あ
る
『
お
お

ぐ
ち
観
鋭
桜
』
の
苗
木
を
32
本
補
植
し
ま

し
た
。

　
　

令
和
５
年
度
の
消
防
団
任
命
式
が
町

民
会
館
で
執
り
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

　

佐
藤
寿
義
新
団
長
か
ら
各
分
団
の
新
役

員
お
よ
び
新
入
団
員
に
任
命
状
が
手
渡
さ

れ
、
新
入
団
員
代
表
の
酒
井
真
弘
団
員
は
、

「
安
全
で
安
心
な
町
づ
く
り
の
た
め
消
防
業

務
を
遂
行
し
ま
す
」
と
宣
誓
し
ま
し
た
。

金
助
桜
ま
つ
り

五
条
川
堤
に
『
お
お
ぐ
ち
観

か
ん
え
つ
ざ
く
ら

鋭
桜
』
を
植
樹

大
口
町
消
防
団
任
命
式

2
4

日

19
3

日

21
3

火

お�

お
ぐ
ち
観
鋭
桜
　
大
口
町
の
諏
訪
神
社
に
あ
る
古
来
種
エ
ド
ヒ
ガ
ン
を
ク

ロ
ー
ン
技
術
に
よ
り
培
養
し
た
桜
。
五
条
川
堤
の
桜
並
木
の
植
樹
に
力
を
注

い
だ
初
代
町
長
「
社
本
鋭
郎
」
氏
の
一
文
字
を
い
た
だ
き
名
が
付
け
ら
れ
た
。

　

主
な
役
員
と
新
入
団
員
は
次
の
と
お
り

で
す
。（
敬
称
略
）

　

団　

長　

佐
藤　

寿
義　

　

副
団
長　

丹
羽　

嘉
英
、
水
野　

友
之　

　

分
団
長　

　

滝
岡　

秀
紀
（
秋
田
分
団
）

　

村
田　

直
樹
（
豊
田
分
団
）

　

丹
羽　

厚
之
（
大
屋
敷
分
団
）

　

柘
植　

邦
明
（
外
坪
分
団
）

　

岡
川　

翔
太
（
河
北
分
団
）

　

長
谷
川　

剛
（
余
野
分
団
）

　

田
山
地
弘
樹
（
上
小
口
分
団
）

　

松
永　

秀
暁
（
中
小
口
分
団
）

　

前
田　

剛
司
（
下
小
口
分
団
）

　

新�

入
団
員

　

滝
岡
わ
か
ば
（
秋
田
分
団
）

　

仲
山　

啓
友
（
余
野
分
団
）

　

近
藤　

弘
崇
（
余
野
分
団
）

　

酒
井　

真
弘
（
上
小
口
分
団
）

　

小
川
涼
太
郎
（
中
小
口
分
団
）



31令和5年5月

ご
寄
贈
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

防
犯
カ
メ
ラ
の
寄
贈

あなたの身のまわりの「まちの話題」をお寄せください。
問合せ先　役場　秘書広報室　95-1616
「まちの話題」は大口町NPO登録団体 ZOOMが取材・編集をおこなっています。

　

大
口
町
地
域
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
協
議
会

は
、「
金
助
桜
ま
つ
り
」
に
あ
わ
せ
て
「
春

の
青
色
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
出
発
式
」
を
開

催
し
ま
し
た
。

　

江
南
警
察
署�

加
藤
署
長
の
激
励
が
あ

り
、
同
協
議
会
の
井
上
会
長
が
「
地
域
安

全
の
知
識
の
普
及
や
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
活

動
を
継
続
し
て
い
く
」
と
力
強
く
防
犯
宣

言
。
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
員
が
青
色
回
転
灯
装

備
車
に
乗
車
し
、
白
バ
イ
、
パ
ト
カ
ー
に

続
い
て
、
町
内
の
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
へ
と

出
発
し
ま
し
た
。

　

３
月
31
日
（
金
）
か
ら
４
月
２
日
（
日
）

に
堀
尾
跡
公
園
で
、
お
お
ぐ
ち
光
燈
路
が

催
さ
れ
、
夜
桜
を
楽
し
む
家
族
連
れ
な
ど

で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

姉
妹
都
市
の
島
根
県
松
江
市
松
江
城
周

辺
で
は
、
毎
年
10
月
に
行
灯
を
並
べ
て
松

江
の
夜
を
飾
る
「
松
江
水
燈
路
」
が
開
催

さ
れ
て
い
ま
す
。
大
口
町
で
も
そ
の
素
晴

ら
し
さ
を
伝
え
た
い
と
大
口
町
N
P
O
団

体
「
チ
ー
ム
G
O
G
O
大
口
」
が
、
皆
さ

ん
か
ら
作
品
を
募
り
、
桜
の
開
花
時
期
に
合

わ
せ
「
お
お
ぐ
ち
光
燈
路
」
を
開
催
し
て

い
ま
す
。

春
の
青
色
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
出
発
式

お
お
ぐ
ち
光
燈
路

2
4

日

15
3

水
6

3

月

　
（
株
）
東
海
理
化
の
上
級
職
会
か
ら
大
口

町
立
図
書
館
に
大
型
絵
本
10
冊
を
ご
寄
贈

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
「
は
は
は
の
は
な
し
」「
給
食
番
長
」「
け

が
を
し
な
い
」「
ど
う
ぶ
つ
い
ろ
い
ろ
か
く

れ
ん
ぼ
」
な
ど
、
読
み
聞
か
せ
に
適
し
た

も
の
で
、
今
後
の
事
業
に
有
効
に
活
用
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　

中
地
域
自
治
組
織
は
、
令
和
３
年
12
月

19
日
か
ら
2
月
9
日
ま
で
地
域
の
防
犯
力

を
高
め
る
、
愛
知
県
警
察
推
進
の「
ト
ラ
イ

ア
ル
カ
メ
ラ
事
業（
期
限
付
き
防
犯
カ
メ
ラ

設
置
）」
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

地
域
の
安
心
・
安
全
の
た
め
恒
常
的
な

防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
が
必
要
と
感
じ
、
江

南
警
察
署
の
支
援
を
受
け
愛
知
県
遊
技
業

協
同
組
合
、（
株
）
加
藤
建
装
、（
株
）
東

海
か
ら
防
犯
カ
メ
ラ
４
台
の
寄
贈
を
受
け

ま
し
た
。
中
地
域
自
治
組
織
の
近
藤
会
長

は「
防
犯
カ
メ
ラ
は
地
域
の
安
全
の
ほ
か
、

自
然
災
害
の
活
用
を
考
え
て
い
き
た
い
」

と
話
さ
れ
ま
し
た
。


